
（２）駅周辺整備の整備範囲について
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資料４

説明フロー

①前提条件
・上位計画
・整備検討エリアの現状

②導入機能・施設の整理
・交通結節点機能
・リニア駅周辺の機能・施設

④導入施設の規模
・交通広場
・リニア駅周辺施設

③南北の配置機能
・乗降客の特性
・交通施設の整備計画

⑤街区道路の配置・位置
・コントロールポイントの整理
・配置案の検討

⑥整備区域（案）の
施設配置

⑦整備区域（案）の
設定

整備区域（案）内の
基本計画
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①前提条件 上位・関連計画における位置づけの整理

長野県リニア活用基本構想
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①前提条件 上位・関連計画における位置づけの整理

リニアバレー構想（骨子）
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①前提条件 上位・関連計画における位置づけの整理

リニア将来ビジョン
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①前提条件 上位・関連計画における位置づけの整理

リニア推進ロードマップ
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①前提条件 上位・関連計画における位置づけの整理

飯田市土地利用基本方針
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①前提条件 駅周辺整備を検討するエリアの現況

用途地域
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①前提条件 駅周辺整備を検討するエリアの現況

道路
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②導入機能・施設の整理 導入機能・施設に関する基本的な考え方

交通結節機能

• 道路網、地域
公共交通との
十分な連携

• 駐車場などの
整備

• ソフト面におい
ても機能強化
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リニア駅周辺の導入機能
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導入機能・施設の整理について 導入機能・施設に関する基本的な考え方②導入機能・施設の整理

基本的な機能
魅力向上に資する

機能
住み続けられる
ための機能

地域アピール機能

リニア駅周辺の導入機能
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導入機能・施設の整理について 導入機能・施設に関する基本的な考え方②導入機能・施設の整理

着眼点 目指すべき姿 駅前の果たす役割

リニア駅としての
基本的な機能

・リニア駅利用者が待ち時間等を快適か
つストレスなく楽しめるための、駅や駅
周辺の有する基本的な機能の充実

リニア駅利用者の
「やすらぎ空間」づくり

リ
ニ
ア
駅
周
辺
の

魅
力
向
上
に
資
す
る
機
能

着眼点①
業務

・リニア中央新幹線を活かした新たなビ
ジネス環境創出やビジネス支援機能強
化

飯田での「ビジネス活
動の最前線」づくり

着眼点②
居住

・居住地としての魅力をリニア駅周辺で
味わえる「住みよい飯田市」PR機能

飯田に「住んでみた
い」と思わせる
空間づくり

着眼点③
交流

・交流人口拡大に資する機能導入
市民と来訪者の
「交流拠点」づくり

着眼点④
インフラ

・リニア駅の駅機能強化
・リニア駅周辺における、景観にも配慮し
たゆとりある歩行者空間形成

飯田の新たな
「顔」づくり

リニア駅整備を契
機とした地域生活支
援機能

・地域コミュニティの維持や再構築に資
する機能

南北の新たな
「連携」づくり

・発災時にリニア利用客のみならず市民
等が利用できる防災・減災機能強化

市民と来訪者の
「安心拠点」づくり

+

+
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導入機能・施設の整理について 基本構想における駅周辺の配置イメージ②導入機能・施設の整理
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導入機能・施設の整理について 基本構想における駅周辺の配置イメージ②導入機能・施設の整理



基本構想における「今後規模を検討する機能・施設」

交通広場周辺道路（街区道路）
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導入機能・施設の整理について②導入機能・施設の整理

駅利用者利便施設
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導入機能・施設の整理について 基本構想における「今後規模を検討する機能・施設」②導入機能・施設の整理



魅力発信施設
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導入機能・施設の整理について 基本構想における「今後規模を検討する機能・施設」②導入機能・施設の整理

基本構想における「駅に近接して導入するか
検討を要する機能・施設」

観光バス待機空間
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導入機能・施設の整理について②導入機能・施設の整理



交流施設
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導入機能・施設の整理について
基本構想における「駅に近接して導入するか

検討を要する機能・施設」②導入機能・施設の整理

公園
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導入機能・施設の整理について
基本構想における「駅に近接して導入するか

検討を要する機能・施設」②導入機能・施設の整理



新たに追加を検討する機能

天候に対してのバリアフリー機能
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導入機能・施設の整理について②導入機能・施設の整理

導入機能の整理について 検討する導入機能・施設の一覧表

交通広場
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②導入機能・施設の整理



導入機能の整理について 検討する導入機能・施設の一覧表
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②導入機能・施設の整理

駅周辺

③南北の配置機能 南北の機能配置の考え方

基本構想における南北の機能分担
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南北の配置機能の検討 南北の機能配置の考え方

南北の機能分担の検討方法
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③南北の配置機能

南北の配置機能の検討 乗降客の特性の整理

駅勢圏居住者の交通手段
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③南北の配置機能



南北の配置機能の検討 乗降客の特性の整理

来訪者の目的
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③南北の配置機能

■利用目的を踏まえて目的地を想定し、
目的地へのアクセスに配慮した位置に機能を配置

南北の配置機能の検討 周辺交通施設の整備計画の把握

周辺の計画道路網
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③南北の配置機能



南北の配置機能の検討 リニア駅のアクセスの整理

駅勢圏居住者のアクセス
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③南北の配置機能

南北の配置機能の検討 リニア駅のアクセスの整理

駅勢圏居住者のアクセス
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③南北の配置機能



南北の配置機能の検討 リニア駅のアクセスの整理

駅勢圏居住者のアクセス
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③南北の配置機能

南北の配置機能の検討 リニア駅のアクセスの整理

駅勢圏居住者のアクセス
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③南北の配置機能



南北の配置機能の検討 リニア駅のアクセスの整理

来訪者の移動
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③南北の配置機能

南北の配置機能の検討 リニア駅のアクセスの整理

来訪者の移動

34

③南北の配置機能



南北の配置機能の検討 リニア駅のアクセスの整理

来訪者の移動
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③南北の配置機能

南北の配置機能の検討 機能分担の整理

北側と南側で機能を分担
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③南北の配置機能



南北の配置機能の検討 機能分担の整理

北側と南側で機能を分担
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③南北の配置機能

④導入施設の規模 導入施設の規模の算定

交通広場の必要規模の算定方法
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導入機能の規模について 導入施設の規模の算定

駅周辺施設の必要規模の算定
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④導入施設の規模

導入機能の規模について 導入施設の規模の算定

駅周辺施設の必要規模の算定
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④導入施設の規模



導入機能の規模について 導入施設の規模の算定

基本計画で基準とする規模の設定
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機能・施設 基本構想 基本計画で基準とする規模

北側交通広場

高速バス

4,920㎡

約4,100㎡

文献と交通事業者等の
ヒアリングを踏まえ算定
式により規模を設定

観光バス

レンタカー

南側交通広場

路線バス

約3,500㎡
タクシー

自家用車

駐輪場

駅周辺

Ｐ＆Ｒ駐車場 22,500㎡ 約22,500㎡

周辺道路 － 約17,100㎡ 県道、街区道路

魅力発信施設 － 約2,000㎡ 事例を参考に約１ｈａ。駐車
場は、Ｐ＆Ｒ駐車場を兼用

交流施設、公園 － 約10,000㎡ 魅力発信施設と同等

調整池・緑地等 － 約5,800㎡

合計 27,420㎡ 約65,000㎡

④導入施設の規模

⑤街区道路の配置・位置 街区道路の配置

街区道路配置のコントロールポイント
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街区道路の配置・位置について 街区道路の配置

街区道路配置
のコントロール
ポイント
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⑤街区道路の配置・位置

●周辺の道路高さ
●道路縦断勾配
（原則5％以下）

街区道路の配置・位置について 街区道路の配置

街区道路配置パターン案
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⑤街区道路の配置・位置



街区道路の配置・位置について 街区道路の具体的な配置

街区道路の具体的な配置の考え方
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⑤街区道路の配置・位置

■平面的なコントロールポイント
①信号交差点間隔は200ｍ以上を目標
②交差点は直角に取り付け
③交差点の影響範囲に街区道路は取り付けない
④街区道路（東西線）はリニア駅と平行に設置

■縦断的なコントロールポイント
⑤造成高は、国道153号とリニア中央新幹線との
交差点付近の標高435.1ｍを基準

⑥街区道路の縦断勾配は、原則5％以下

街区道路の配置・位置について 街区道路の具体的な配置

街区道路の具体的な配置の考え方
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⑤街区道路の配置・位置

■施設からのコントロールポイント
⑦交通広場は、駅の入り口の正面に配置
⑧交通広場の規模に配慮



⑦整備区域（案）
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駅周辺整備を検討するエリア
（リニア駅部の面積を除く約7.8ha）

整備区域（案）
（リニア駅部の面積を除く約6.5ha）

約2.7ha 約3.8ha


